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本
学
機
械
シ
ス
テ
ム
学
群
で

は
、今
年
度
、「
も
の
づ
く
り
環

境
学
科
」を
新
設
、「
シ
ス
テ
ム

工
学
科
」を「
創
造
シ
ス
テ
ム
工

学
科
」に
名
称
変

更
し
、
2
つ
の
新

学
科
が
ス
タ
ー

ト
し
た
。こ
れ
を

記
念
し
、昨
年
12

月
19
日（
土
）午
後

1
時
か
ら
、Ｌ
Ｃ

セ
ン
タ
ー
・
マ
ル

チ
メ
デ
ィ
ア
教
室

を
会
場
に
、高
校

生
を
対
象
と
し
た

講
演
会
が
開
催
さ

れ
、多
く
の
高
校

生
が
本
学
を
訪
れ
た
。　

　

当
日
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、各

学
科
の
企
画
に
よ
る
講
演
と
、

そ
れ
ら
の
ま
と
め
と
将
来
を
展

望
す
る
内
容
の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
と
い
う
3
つ
の

柱
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。

　

も
の
づ
く
り
環
境
学
科
は
、

地
球
温
暖
化
防
止
に
貢
献
す
る

Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
に
関
す
る
内
容
で
、

「
あ
か
り
を
変
え
る
、未
来
が

変
わ
る
|
環
境
に
貢
献
す
る
Ｌ

Ｅ
Ｄ
照
明
の
発
達
|
」と
題
し
、

東
芝
ラ
イ
テ
ッ
ク
環
境
推
進
部

部
長
・
田
村
暢
宏
氏
が
講
演
し

た
。同
氏
は
、昭
和
59
年
に
東
芝

に
入
社
、照
明
事
業
部
光
源
材

料
技
術
担
当
に
配
属
さ
れ
て
以

来
、照
明
一
筋
に
携
わ
っ
て
き

た
第
一
人
者
で
あ
る
。

　

ロ
ボ
ッ
ト
創
造
コ
ー
ス
の

あ
る
創
造
シ
ス
テ
ム
工
学
科

は
、「
ロ
ボ
ッ
ト
っ
て
何
だ
ろ

う
。
|
感
性
の
世
界
と
先
端

技
術
|
」と
題
し
、プ
ロ
ダ
ク

ト
デ
ザ
イ
ナ
ー
で
z
n
u
g 

d
e
s
i
g
n 

を
主
宰
す
る

根
津
孝
太
氏 

が
、新
世
代
型
ヒ

ュ
ー
マ
ノ
イ
ド（
人
間
型
）ロ
ボ

ッ
ト
に
関
し
て
語
っ
た
。

　

当
日
、午
前
中
に
は
、創
造
シ

ス
テ
ム
工
学
科
と
Ｚ
Ｍ
Ｐ
社
で

共
同
開
発
し
た
1
2
6
㎝
の

人
型
ロ
ボ
ッ
ト
の
記
者
発
表
が

行
わ
れ
た
が
、根
津
氏
は
、こ
の

ロ
ボ
ッ
ト
を
デ
ザ
イ
ン
し
た
デ

ザ
イ
ナ
ー
で
あ
り
、お
披
露
目

し
た
ロ
ボ
ッ
ト
の
デ
ザ
イ
ン
プ

ロ
セ
ス
を
た
ど
り
な
が
ら
、そ

の
開
発
秘
話
を
語
っ
た
。

　

上
記
2
講
演
を
踏
ま
え
た

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
の

テ
ー
マ
は
、「
人
類
の
未
来
を
築

く
先
端
技
術
と
デ
ザ
イ
ン
」。参

加
者
は
、両
講
師
と
在
学
生
、な

ら
び
に
も
の
づ
く
り
環
境
学
科

主
任
教
授
・
佐
藤
茂
夫
、創
造

シ
ス
テ
ム
工
学
科
主
任
教
授
・

渡
部
修
一
で
、そ
れ
ぞ
れ
の
専

門
の
立
場
か
ら
環
境
を
切
り
口

に
話
題
を
提
供
し
、学
生
か
ら

は
将
来
の
夢
が
語
ら
れ
る
な
ど
、

熱
い
議
論
が
展
開
さ
れ
た
。

　

プ
ロ
グ
ラ
ム
終
了
後
の
コ
ー

ヒ
ー
タ
イ
ム
で
は
、高
校
生
達

が
、も
の
づ
く
り
環
境
学
科
、創

造
シ
ス
テ
ム
工
学
科
で
学
ぶ

1
年
生
や
同
学
科
教
員
達
に

質
問
を
投
げ
か
け
る
な
ど
、和

気
あ
い
あ
い
と
交
流
を
楽
し
む

姿
が
見
ら
れ
、会
は
成
功
裡
に

終
了
し
た
。

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

2
0
1
0
年
が
、
よ
き
年
と
な
り
ま
す
こ
と
を

願
い
ま
す
。

　

さ
て
、
一
昨
年
の
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
、
昨
年

の
政
府
に
よ
る
デ
フ
レ
宣
言
と
経
済
的
な
環
境

は
厳
し
い
状
態
が
続
い
て
い
ま
す
が
、
科
学
技
術
、

工
学
に
携
わ
り
、
学
び
、
研
究
活
動
を
進
め
る
本

学
に
と
っ
て
、
ま
す
ま
す
大
き
な
活
躍
が
期
待
さ

れ
る
時
代
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ガ
ソ
リ
ン
エ
ン
ジ
ン
か
ら
電
池
で
動
か
す
モ
ー

タ
ー
へ
の
転
換
で
、
自
動
車
部
品
は
大
き
く
変
わ

り
ま
す
。
自
動
車
産
業
と
は
機
械
産
業
、
エ
レ
ク

ト
ロ
ニ
ク
ス
、
シ
ス
テ
ム
工
学
、
情
報
工
学
を
は

じ
め
広
い
分
野
に
わ
た
り
、
非
常
に
大
き
な
産
業

の
転
換
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
い
え
ま
す
。

　

ま
た
、
製
造
業
だ
け
で
な
く
一
般
住
宅
に
お
い

て
も
、
家
庭
で
の
太
陽
光
発
電
で
余
っ
た
電
力
は

電
力
会
社
が
買
い
取
る
こ
と
を
義
務
づ
け
る
制
度

が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
住
宅
へ
の
ソ
ー

ラ
ー
パ
ネ
ル
の
取
り
付
け
が
増
え
る
と
い
う
こ
と

に
と
ど
ま
ら
ず
、
将
来
の
住
環
境
を
デ
ザ
イ
ン
す

る
上
で
、
暮
ら
し
方
の
提
案
に
大
き
く
関
わ
っ
て

く
る
こ
と
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

　

こ
れ
ら
、
時
代
の
大
き
な
流
れ
は
、
本
学
の
教

育
研
究
を
は
じ
め
、
卒
業
生
の
就
職
動
向
等
に
も

種
々
影
響
が
出
て
来
る
事
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

今
日
の
時
代
に
お
い
て
エ
ン
ジ
ニ
ア
は
、
そ
の

製
品
、
そ
の
技
術
が
人
間
社
会
、
地
球
環
境
に
ど

の
よ
う
な
影
響
を
及
ぼ
す
か
。
そ
し
て
、
す
で
に

生
じ
て
い
る
問
題
の
解
決
に
ど
う
役
立
て
る
こ
と

が
で
き
る
か
を
考
え
ず
に
は
仕
事
が
で
き
な
く

な
っ
て
い
る
と
い
え
ま
す
。
も
の
づ
く
り
が
楽
し

い
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
が
好
き
だ
と
い
う
こ
と
と
と

も
に
、
そ
れ
が
人
々
に
ど
う
使
わ
れ
る
か
へ
の
想

像
力
に
優
れ
た
エ
ン
ジ
ニ
ア
こ
そ
が
求
め
ら
れ
て

い
る
の
で
す
。
こ
れ
は
、
本
年
2
年
目
を
迎
え

る
新
学
科
の
主
旨
で
も
あ
り
ま
す
。

　

本
学
で
は
、
多
く
の
学
生
諸
君
が
地
域
の
環
境

問
題
と
ふ
れ
あ
っ
て
い
ま
す
。
世
の
中
に
は
お
も

し
ろ
い
こ
と
を
思
い
つ
く
人
た
ち
も
い
て
、
最
近

あ
る
学
生
団
体
が
、
ス
ポ
ー
ツ
ご
み
ひ
ろ
い
と
い

う
イ
ベ
ン
ト
を
行
っ
て
い
る
こ
と
を
耳
に
し
ま
し

た
。
こ
の
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
多
く
の
人
達
が
、
明

る
く
楽
し
く
参
加
で
き
、
環
境
貢
献
へ
の
達
成
感

と
自
分
が
役
に
立
っ
て
い
る
こ
と
が
実
感
で
き
る

の
で
し
ょ
う
。
こ
の
ニ
ュ
ー
ス
に
は
、
若
者
の
柔

軟
な
発
想
を
感
ず
る
事
が
で
き
ま
す
。

　

ご
み
は
人
間
の
行
動
を
具
体
的
に
知
る
う
え
で

最
適
な
教
材
と
い
え
ま
す
。
ど
う
す
れ
ば
ご
み
を

減
ら
せ
る
の
か
。
人
間
の
行
動
に
応
じ
て
廃
棄
物

を
削
減
す
る
技
術
を
考
え
る
。
あ
る
い
は
、
廃
棄

物
を
減
ら
す
よ
う
に
人
間
の
行
動
を
仕
向
け
る

よ
う
な
製
品
を
開
発
し
た
り
、
住
環
境
、
都
市
環

境
を
デ
ザ
イ
ン
す
る
と
い
う
の
も
あ
る
で
し
ょ
う
。

製
造
業
の
現
場
に
就
職
す
れ
ば
ゼ
ロ
エ
ミ
ッ
シ
ョ

ン
（
廃
棄
物
ゼ
ロ
）
が
重
要
な
仕
事
と
な
り
ま
す
。

そ
う
い
え
ば
、
昨
年
の
イ
グ
・
ノ
ー
ベ
ル
賞
の
受

賞
者
は
生
ご
み
の
大
幅
減
量
を
パ
ン
ダ
の
ふ
ん
の

菌
で
成
功
さ
せ
た
功
績
を
称
え
ら
れ
た
日
本
の
科

学
者
で
し
た
。

　

今
年
は
、
柔
軟
な
発
想
で
、
未
来
社
会
の
あ
り

方
、
あ
る
い
は
求
め
る
技
術
を
考
え
る
大
学
運
営

を
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

本
学
で
は
、埼
玉
県
・
埼
玉

県
中
小
企
業
振
興
公
社
が
経
済

産
業
省
の「
地
域
企
業
立
地
促

進
等
事
業
費
補
助
金
」（
平
成
21

年
度
事
業
）を
受
け
て
実
施
す

る「
埼
玉
県
自
動
車
関
連
産
業

活
性
化
人
材
養
成
等
事
業
」を

活
用
し
た
、金
型
人
材
養
成
研

修
を
行
っ
た
。本
学
の
他

に
、埼
玉
県
に
立
地
す
る

東
洋
大
学
は
、自
動
車
づ

く
り
リ
ー
ダ
ー
養
成
研
修

を
行
っ
て
い
る
。

　

本
学
が
担
当
す
る
金
型

人
材
養
成
研
修
は
、
10
月

20
日
よ
り
12
月
5
日
ま
で

の
間
、本
学
工
学
部
に
お

い
て
毎
週
土
曜
日（
6
時

間
）に
行
わ
れ
た
。

　

金
型
人
材
養
成
研
修
で
は
、

自
動
車
部
品
に
関
わ
る
プ
レ
ス

金
型
及
び
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
金
型

分
野
に
お
け
る
技
術
革
新
に
対

応
で
き
る
技
術
者
育
成
を
め
ざ

し
、次
の
よ
う
な
4
つ
の
講
義

科
目
を
用
意
し
た
。第
一
に
本

学
の
Ｃ
Ａ
Ｄ
／
Ｃ
Ａ
Ｍ
／
Ｃ
Ａ

日本工業大学　平成22年度入試日程   

入試種別 日　　　　程

特別奨学生入試

[筆記試験、調査書      ]および面接による選考  

第 2期
出願期間 1/ 7（木）～ 1/28（木）　

奨学生には、1年次の
学費の半額を免除試験日と試験会場 1/31（日）～ 2/ 2（火）　本学

合格発表 2/12（金）

一般入試

一般入試Ａ 一般入試Ｂ
出願期間 1/ 7（木）～ 1/28（木）　 2/ 4（木）～ 2/17（水）　

試験日
・ 試験日を変えて、同
一学科の複数回受
験あるいは他学科
の受験が可能

1/31（日）  本学・郡山・水戸・高崎
千葉・東京・静岡

2/ 1（月）  本学・仙台・柏・東京
横浜・新潟・長野

2/ 2（火）  本学

2/20（土）　本学・東京

合格発表 2/12（金） 2/26（金）

センター利用入試
センター利用入試Ａ センター利用入試Ｂ センター利用入試Ｃ

出願期間 1/ 7（木）～ 2/1（月） 2/ 4（木）～ 2/17（水） 2/18（木）～ 3/10（水）
合格発表 2/12（金） 2/26（金） 3/20（土）

ＡＯ入試
・AOエントリー入試
・AOコーディネータ入試

第5期
エントリー入試のエントリー期間 1/15（金）～ 3/ 5（金）
コーディネータ入試の申込期間 平成22年3月上旬まで、随時受付
面談・面接等 書類受理後に連絡
出願期間 3/ 5（金）～ 3/12（金）
選考 書類審査等
合格発表 3/20（土）

日本工業大学　工学部　   
●機械工学科　●ものづくり環境学科　●創造システム工学科　●電気電子工学科　●情報工学科　●建築学科　●生活環境デザイン学科

日本工業大学　大学院工学研究科　博士前期課程・博士後期課程
●機械工学専攻　●電気工学専攻　●建築学専攻　●システム工学専攻　●情報工学専攻

本学で先端技術研究の取り組みを

社会人大学院生　募集！（日本工業大学　社会人特別選抜）

■平成22年度　大学院　社会人特別選抜入試日程

出願期間 試験日 試験内容 合格発表 入学手続締切

二次募集 2月13日（土）～2月19日（金） 2月26日（金） 書類選考・面接 3月4日（木） 3月12日（金）

願書のご請求およびお問い合せ先：教務部教務課　大学院入試係　TEL0480-33-7507（直通）

　

年
頭
の
辞

学長　柳澤　章 

　

想
像
力
に
優
れ
た

　
　
　
　
　

エ
ン
ジ
ニ
ア
に

12月19日(土)機械システム学群で

高校生向け記念講演会

照明の歴史から始め、LED照明について講演する田村暢宏氏

パネルには両講師と在学生の山田君、佐藤・渡部両主任が登壇（司会・中里）

Ｅ
演
習
室
を
利
用
し
た「
キ
ャ

テ
ィ
ア
Ｖ
5
の
オ
ペ
レ
ー

シ
ョ
ン
」、第
二
に
経
営
環
境
に

着
目
し
た「
金
型
ビ
ジ
ネ
ス
の

課
題
と
対
応
」、第
三
に「
プ
レ

ス
成
形
金
型
の
設
計
と
製
作
」、

第
四
に「
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
成
形

金
型
の
設
計
と
製
作
」の
講
義

科
目
で
あ
る
。

　

受
講
生
は
、埼
玉
県
に
立
地

す
る
金
型
専
業
企
業
、プ
レ
ス

或
い
は
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
成
形
を

行
う
金
型
部
門
を
も
つ
企
業
な

ど
か
ら
派
遣
さ
れ
た
技
術
者
31

人
で
あ
る
。

　

こ
う
し
た
授
業
を
通
じ
て
、

本
学
と
埼
玉
県
企
業
と
の
多
様

な
連
携
が
形
成
さ
れ
、地
域
に

根
ざ
し
た「
産
学
連
携
」が
一
層

深
ま
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。 開講の挨拶をする学長（CAD／CAM／CAE演習室）

　
／　
㈫
〜　
／　
㈯

　

金
型
人
材
養
成
研
修

10
20

12
5

　

大
学
入
試
セ
ン
タ
ー
試
験
が

1
月
16
日（
土
）・
17
日（
日
）の

両
日
に
わ
た
っ
て
実
施
さ
れ
る
。

　

本
学
は
、今
年
度
の
大
学
入
試

セ
ン
タ
ー
試
験
の
試
験
会
場（
隔

年
開
催
）と
な
っ
て
い
る
。

　

な
お
、本
学
で
は
大
学
入
試

セ
ン
タ
ー
試
験
の
得
点
を
合
否

判
定
に
利
用
す
る
セ
ン
タ
ー
利

用
入
試
を
下
表
の
日
程
で
実
施

す
る
。募
集
要
項
入
手
希
望
者

は
、入
試
室（
0
4
8
0
‐
3
3
‐

7
6
7
6
）ま
で
。

本
学
が

セ
ン
タ
ー
試
験
会
場
へ

1／16～17

・各入試の詳細はそれぞれの「募集要項」でご確認ください。

募集要項（願書）のご請求およびお問い合わせ先
〒 345-8501　埼玉県南埼玉郡宮代町学園台 4-1　日本工業大学　教務部入試室
70120-250-267　URL：http://www.nit.ac.jp/　　E-mail：nyu-shi@nit.ac.jp

日本工業大学　専門職大学院　技術経営研究科　●技術経営専攻
中小企業技術経営コース／プロジェクトマネジメントコース／新事業創造・起業コース
■平成22年度　専門職大学院　入試日程

願書のご請求およびお問い合せ先：
〒101-0051東京都千代田区神田神保町 2-5　日本工業大学　専門職大学院
TEL：03-3511-7591 FAX：03-3511-7594

出願期間 試験日 合格発表 入学手続締切日
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昨
年
は
、米
国
で
初
の
黒
人
大
統
領

と
し
て
バ
ラ
ク
・
オ
バ
マ
氏
が
就
任
し
、

日
本
で
も
自
民
党
の
55
年
体
制
に
終
止

符
が
打
た
れ
、民
主
党
が
政
権
を
握
る

な
ど
、激
変
の
年
で
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、米
国
か
ら
端
を
発
し
た
リ
ー

マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
に
よ
る
世
界
同
時
不
況

な
ど
、大
き
な
変
革
の
流
れ
が
渦
を
巻

い
て
い
る
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い

で
し
ょ
う
。

　

こ
う
し
た
激
動
の
時
代
背
景
の
中
で

日
本
は
ど
の
様
に
未
来
に
向
け
て
舵
を

き
っ
て
い
く
か
、そ
の
中
で
エ
ン
ジ
ニ

ア
は
ど
の
様
な
役
割
を
担
っ
て
い
く
の

か
が
問
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

も
の
づ
く
り
大
国
と
言
わ
れ
た
日
本

も
中
国
、イ
ン
ド
な
ど
の
新
興
工
業
国

に
追
わ
れ
、厳
し
い
戦
い
を
強
い
ら
れ

て
い
ま
す
。し
か
し
、資
源
の
乏
し
い
日

本
は
や
は
り
製
造
業
が
重
要
な
国
の
柱

で
あ
る
こ
と
に
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
し
、

難
し
い
課
題
を
先
進
的
な
技
術
で
克
服

す
る
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
持
っ
て
い
る
こ

と
も
事
実
で
す
。

　

オ
バ
マ
氏
が
提
唱
す
る「
グ
リ
ー

ン
・
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
政
策
」、鳩
山
氏

が
提
唱
す
る「
Ｃ
Ｏ

2

25
パ
ー
セ
ン
ト

削
減
」は
、い
ず
れ
も
将
来
的
な
地
球
環

境
を
見
つ
め
、現
在
す
ぐ
に
手
を
打
た

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
問
題
で
す
。こ
の

問
題
へ
の
対
応
、解
決
手
段
の
開
発
に

は
、工
学
が
大
き
な
鍵
を
握
っ
て
い
る

と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

　

本
学
で
も
、こ
う
し
た
時
代
の
価
値

を
見
据
え
、昨
年
4
月
に「
環
境
」を
キ

ー
ワ
ー
ド
と
し
た
2
学
科
を
新
設
、1

学
科
の
学
科
名
変
更
を
行
い
ま
し
た
。

即
ち「
も
の
づ
く
り
環
境
学
科
」、「
生
活

環
境
デ
ザ
イ
ン
学
科
」の
新
設
で
あ
り
、

「
シ
ス
テ
ム
工
学
科
」か
ら「
創
造
シ
ス

テ
ム
工
学
科
」へ
の
名
称
変
更
で
あ
り

ま
す
。こ
の
改
組
に
よ
り
3
学
群
7
学

科
体
制
と
、学
問
分
野
を
広
げ
ま
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
で
、未
来
に
貢
献
す

る
価
値
を
創
造
す
る
、チ
ャ
レ
ン
ジ
精

神
に
富
ん
だ
21
世
紀
型
の
技
術
者
を
育

成
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

学
内
環
境
の
充
実
に
関
し
て
は
、昨

年
9
月
に
学
友
門
を
新
設
、今
年
1
月

に
は
機
械
シ
ス
テ
ム
学
群
棟
の
屋
根
に

1
5
0

kw
の
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム

が
完
成
し
ま
す
。ま
た
、旧
図
書
館
奥
の

中
庭
に
は
新
校
舎
を
建
設
す
る
予
定
で
、

こ
の
建
物
に
は
、電
気
電
子
工
学
科
、創

造
シ
ス
テ
ム
工
学
科
な
ら
び
に
電
気
実

験
セ
ン
タ
ー
が
入
る
予
定
で
す
。新
校

舎
完
成
後
は
、旧
図
書
館
を
撤
去
、中
庭

を
整
備
し
、学
生
の
集
う
開
放
的
な
場

と
す
る
計
画
も
あ
り
ま
す
。大
学
に
必

要
な
設
備
機
器
も
更
に
充
実
さ
せ
、本

学
で
学
ぶ
学
生
諸
君
、教
育
・
研
究
、運

営
に
従
事
す
る
教
職
員
、全
て
の
大
学

関
係
者
の
皆
様
に
と
っ
て
、よ
り
良
い

環
境
を
提
供
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

皆
様
方
の
一
層
の
ご
鞭
撻
を
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
9
月
13
日
（
日
）
と

11
月
15
日
（
日
）
に
本
専
門
職

大
学
院
の
入
試
が
行
わ
れ
、
9

名
の
合
格
者
が
決
定
し
た
。

　

1
年
制
の
厳
し
い
勉
学
日
程

の
緩
和
の
た
め
、
科
目
等
履
修

生
制
度
を
活
用
、
前
年
秋
学
期

か
ら
履
修
を
始
め
る
「
10
月
履

修
開
始
プ
ラ
ン
」
が
本
年
度
よ

り
運
用
が
始
ま
り
、
3
名
の

来
年
度
入
学
者
が
在
学
生
に
混

じ
っ
て
熱
心
に
受
講
し
て
い
る
。

　

本
大
学
院
は
、
中
小
企
業
向

け
Ｍ
Ｏ
Ｔ
教
育
に
特
化
し
て
、

働
き
な
が
ら
学
び
1
年
で
技

術
経
営
修
士
（
専
門
職
）
を
取

得
で
き
る
の
が
最
大
の
特
長
で

あ
る
。
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、
印
刷

物
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
大
学
院

関
連
ネ
ッ
ト
な
ど
で
広
報
に
努

め
て
い
る
が
、
や
は
り
受
験
に

結
び
つ
く
の
は
、
オ
ー
プ
ン
キ

ャ
ン
パ
ス
に
ご
参
加
い
た
だ
く

効
果
が
大
き
い
よ
う
だ
。

　

今
年
度
の
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン

パ
ス
は
、
大
学
院
の
紹
介
、
模

擬
授
業
、
キ
ャ
ン
パ
ス
ツ
ア
ー
、

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
に

加
え
て
、
大
学
院
の
責
任
者
は

入
ら
ず
に
修
了
生
・
在
学
生
と

ゲ
ス
ト
の
方
々
と
の
間
で
本
音

の
ト
ー
ク
を
し
て
い
た
だ
く
フ

リ
ー
ト
ー
ク
・
セ
ッ
シ
ョ
ン
が

行
わ
れ
、
一
段
の
盛
り
上
が
り

を
見
せ
て
い
る
。
あ
と
2
月

13
日
（
土
）
に
最
終
回
が
予
定

さ
れ
て
お
り
、
多
く
の
ゲ
ス
ト

の
方
々
の
参
加
が
期
待
さ
れ
る
。

　

さ
て
、
5
期
生
も
秋
学
期
に

入
り
、
特
定
課
題
研
究
も
始
ま

っ
て
、
日
増
し
に
熱
気
と
緊
張

感
を
増
し
て
い
る
。
指
導
教
授

と
の
緊
密
な
連
携
の
も
と
、
各

自
の
抱
え
る
研
究
テ
ー
マ
を
巡

っ
て
連
日
熱
の
こ
も
っ
た
議
論

が
ゼ
ミ
室
等
で
展
開
さ
れ
て
い

る
。
概
ね
テ
ー

マ
の
絞
り
込
み
、

問
題
の
定
義
を

終
え
て
、
必
要

デ
ー
タ
の
収
集

と
分
析
に
入
っ

て
お
り
、
こ
れ

か
ら
ソ
リ
ュ
ー

シ
ョ
ン
を
模
索

し
な
が
ら
完
成

を
目
指
す
こ
と

に
な
る
。
今
年

3
月
中
旬
に

予
定
さ
れ
て
い

　

本
学
工
業
技
術
博
物
館
長
の

松
野
建
一
教
授
が
平
成
21
年
秋

の
叙
勲
に
お
い
て
瑞
宝
中
綬
章

受
章
の
栄
に
浴
し
た
。

　

同
教
授
は
昭
和
43
年
か
ら

平
成
9
年
ま
で
通
商
産
業
省

工
業
技
術
院
機
械
技
術
研
究

所（
現
・
独
立
行
政
法
人
産
業

技
術
総
合
研
究
所
）に
勤
務
し

て
研
究
・
指
導
・
管
理
に
従
事

し
、そ
の
後
平
成
13
年
度
ま
で

国
の
研
究
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
推
進
を
行
っ
た
ほ
か
、国
や

団
体
等
の
各
種
委
員
と
し
て
も

長
年
積
極
的
な
活
動
を
行
っ
た
。

今
回
の
受
章
は
、通
商
産
業
省

（
現
・
経
済
産
業
省
）関
連
の
こ

れ
ら
の
業
績
に
よ
る
国
お
よ
び

公
共
へ
の
貢
献
が
評
価
さ
れ
た

も
の
で
あ
る
が
、本
学
に
と
っ

て
も
喜
ば
し
い
こ
と
で
あ
る
。

　

平
成
13
年
4
月
に
工
業
技

術
博
物
館
長
に
着
任
し
、現
在

に
至
っ
て
い
る
が
、同
教
授
は

「
現
在
の
当
博
物
館
の
諸
活
動

は
本
学
は
も
ち
ろ
ん
公
共
へ
の

貢
献
に
も
な
る
の
で
、こ
の
栄

誉
を
機
に
当
博
物
館
の
さ
ら
な

る
充
実
に
努
め
、も
の
づ
く
り

の
重
要
性
の
啓
蒙
と
本
学
の
持

続
的
な
発
展
に
一
層
貢
献
し
た

い
」と
語
っ
て
い
る
。

工
業
技
術
博
物
館
長

　
　
　
　
　

松
野
教
授
に
叙
勲

鈴木清研究室に5軸複合工作機械導入鈴木清研究室に5軸複合工作機械導入

導入した機械と担当者の卒業研究生・中村圭吾君

鈴
木
清
研
究
室
に
導
入
さ
れ
た
。

　

こ
の
機
械
は
工
作
機
械
の
グ

ロ
ー
バ
ル
リ
ー
ダ
ー
で
あ
る
ヤ

マ
ザ
キ
マ
ザ
ッ
ク
が
世
界
に
先

が
け
て
開
発
し
た
5
軸
加
工

対
応
の
複
合
工
作
機
械
で
あ
る
。

マ
ザ
ト
ロ
ー
ル
と
い
う
優
れ
た

制
御
装
置
を
搭
載
し
、
複
雑
形

状
の
部
品
を
極
め
て
能
率
良
く
、

高
精
度
に
加
工
で
き
る
の
が
特

徴
で
、
米
国
の
航
空
・
宇
宙
産

業
に
も
多
数
採
用
さ
れ
人
気
商

品
と
な
っ
て
い
る
。

　

鈴
木
清
研
究
室
で
は
、
こ
の

機
械
を
用
い
て
近
年
注
目
を

浴
び
て
い
る
「
マ
イ
ク
ロ
バ
ブ

ル
」
や
「
マ
イ
ナ
ス
イ
オ
ン
」

を
活
用
し
た
環
境
に
優
し
い
先

端
加
工
技
術
の
開
発
や
、
超
砥

粒
砥
石
に
よ
る
精
密
研
削
加
工

の
実
現
を
目
指
し
て
い
る
。

　

本
機
は
Ｎ
Ｃ
も
の
づ
く
り
工

房
で
の
実
生
産
教
育
へ
の
利
用

も
予
定
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
成

果
が
期
待
さ
れ
る
。

　

鈴
木
清
教
授
は
、「
最
新
鋭

の
機
械
で
研
究
や
実
習
が
で

き
る
こ
と
は
学
生
に
と
っ
て
貴

重
な
経
験
と
な
る
。
高
価
な
機

械
を
お
貸
し
下
さ
っ
た
ヤ
マ
ザ

キ
マ
ザ
ッ
ク
殿
に
感
謝
し
た

い
」
と
語
っ
て
い
る
。

　

2
0
0
9
年

9
月
初
旬
に

待
望
の
マ
ル
チ

タ
ス
キ
ン
グ
マ

シ
ン
「
イ
ン
テ

グ
レ
ッ
ク
ス
・

Ｉ
Ｎ
Ｔ
Ｅ
Ｇ
Ｒ

Ｅ
Ｘ
1
0
0
‐

Ⅲ
」
が
も
の
づ

く
り
環
境
学
科

　

Ｉ
Ｓ
Ｏ
‐
9
年
度
は
、
教
職

員
・
学
内
関
連
会
社
・
学
生
が

一
体
と
な
っ
た
環
境
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
活
動
に
よ
り
、
環
境
目
標

17
項
目
中
14
項
目
で
目
標
を
達

成
し
て
い
る
（
表
参
照
）。

　

今
年
度
は
、
省
エ
ネ
法
改
正
、

消
防
法
改
正
等
大
き
な
法
令
改

正
が
施
行
さ
れ
て
い
る
。
省
エ

ネ
法
で
は
事
業
所
（
キ
ャ
ン
パ

ス
）
単
位
の
管
理
か
ら
事
業
者

（
学
園
）
単
位

の
管
理
へ
の
変

更
、
消
防
法
に

あ
っ
て
は
単
独

の
防
火
管
理
か

ら
大
規
模
自
然

災
害
を
考
慮
に

入
れ
た
防
災
管

理
へ
と
改
正
さ

れ
て
い
る
。
こ

の
よ
う
な
変
革

の
中
で
の
本
学

の
Ｉ
Ｓ
Ｏ
‐
9

年
度
活
動
の
一

端
を
紹
介
す
る
。

　

来
年
度
以
降
も
今
年
度
の
成

果
を
継
続
、発
展
さ
せ
る
と
と

も
に
、さ
ら
に
、環
境
に
お
け
る

社
会
的
責
任
を
認
識
し
、工
業

教
育
の
理
想
を
追
求
す
る
本
学

の
教
育
環
境
の
中
で
、環
境
教

育
・
研
究
の
一
層
の
進
展
を
掲

げ
、具
体
的
目
標
の
達
成
に
向

か
っ
て
活
動
を
推
進
し
て
い
く
。

■
省
エ
ネ

Ｎ
Ｅ
Ｄ
Ｏ
か
ら
の
補
助
事
業
で

行
っ
た
Ｂ
Ｅ
Ｍ
Ｓ
（
ビ
ル
エ
ネ

ル
ギ
ー
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ

ム
：
中
央
監
視
シ
ス
テ
ム
）
導

入
と
第
一
食
堂
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

高
効
率
化
事
業
の
成
果
に
よ
り
、

省
エ
ネ
に
関
す
る
項
目
で
大
き

な
削
減
を
実
施
で
き
た
。

■
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催

教
育
改
革
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
動

き
出
し
た
環
境
系
2
学
科
」

（
平
成
20
年
12
月
16
日
）。
参
加

者
数
・
1
0
1
名

■
「
2
0
0
9
・
Ｎ
Ｅ
Ｗ
環
境

展
」
へ
の
出
展
（
平
成
21
年
5

月
26
日
〜
29
日
）

① 
研
究
発
表
〜
体
感
に
よ
る
環

境
教
育
。
キ
ャ
ン
パ
ス
の
エ

コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
化
〜
「
Ｑ

Ｒ
コ
ー
ド
操
作
ボ
ッ
ク
ス
を 緑化整備（学友門設置工事に合わせて施工）

使
い
本
学
の
環
境
情
報
を
紹

介
」「
設
置
パ
ネ
ル
操
作
に

よ
る
環
境
情
報
閲
覧
」

　

＊ 

会
場
・
東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ

ト
、
来
場
者
数
・
18
万
人

■
学
友
門
設
置
と
緑
化
整
備

学
友
門
設
置
工
事
に
合
わ
せ
て

玄
関
ま
で
の
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
緑

化
整
備
を
実
施
。

■
学
生
環
境
推
進
委
員
会
の
活

動① 

通
学
路
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
清
掃

実
施（
平
成
20
年
10
月
18
日
）

学
生
40
名
、
教
職
員
12
名
参

加
② 

学
園
祭
へ
の
出
展
（
平
成
20

年
11
月
1
日
〜
3
日
）

③ 

第
8
回
環
境
街
づ
く
り
フ

ォ
ー
ラ
ム
・
埼
玉
に
出
展（
平

成
20
年
11
月
14
日
）

Ｉ
Ｓ
Ｏ
‐
9
年
度 

環
境
目
標
達
成
状
況

（
2
0
0
8
年
10
月
〜
2
0
0
9
年
9
月
）

〜
Ｉ
Ｓ
Ｏ
‐
10
年
度
の
活
動
に
向
け
て
〜

Ｉ
Ｓ
Ｏ
‐
9
年
度 

環
境
目
標
達
成
状
況

（
2
0
0
8
年
10
月
〜
2
0
0
9
年
9
月
）

〜
Ｉ
Ｓ
Ｏ
‐
10
年
度
の
活
動
に
向
け
て
〜

専
門
職
大
学
院
だ
よ
り

る
発
表
会
で
は
、
全
員
合
格
認

定
を
受
け
、
修
士
号
を
取
得
す

る
よ
う
期
待
し
て
い
る
。

　

次
に
、
本
大
学
院
が
初
め
て

主
催
す
る
「
中
小
企
業
技
術
経

営
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
に
つ
い
て

紹
介
し
よ
う
。
今
年
1
月
23

日
（
土
）
午
後
、
神
田
の
学
士

会
館
に
お
い
て
、〝
中
小
企
業

の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
日
本
を

救
う
！
〞
を
テ
ー
マ
に
開
催
さ

れ
る
。
佐
久
間
研
究
科
長
の
基

調
講
演
に
始
ま
り
、
学
内
外
の

専
門
家
に
よ
る
3
つ
の
特
別

講
演
や
修
了
生
に
よ
る
研
究
発

表
な
ど
の
多
彩
な
プ
ロ
グ
ラ
ム

が
用
意
さ
れ
て
い
る
。
終
了
後

に
は
懇
親
パ
ー
テ
ィ
ー
も
開
催

さ
れ
る
。
中
小
企
業
の
Ｍ
Ｏ
Ｔ

の
重
要
性
お
よ
び
そ
の
中
核
教

育
機
関
で
あ
る
本
大
学
院
の
活

動
を
広
く
知
っ
て
い
た
だ
く
べ

く
、
鋭
意
準
備
を
進
め
て
い
る
。

（
副
研
究
科
長　

山
岡　

斉
）

オープンキャンパス

説明会、模擬授業、パネルディスカッション、
修了生・在学生とのフリートークセッション など
会場：日本工業大学 神田キャンパス3階

中小企業技術経営
シンポジウム
～中小企業のイノベーションが日本を救う！～

基調講演、特別講演Ⅰ～Ⅲ、研究発表
会場：学士会館（千代田区神田錦町3-28）
申込専用サイト：http://www.secure01.jp/mot-nit/

1/23（土）15：00～18：002010

2/13（土） 13：00～17：00第4回
2010

◆お申し込み、お問い合せは・・・
日本工業大学 専門職大学院
TEL.  03-3511-7591　FAX. 03-3511-7594
E-mail  mot@kanda.nit.ac.jp

専門職大学院からのお知らせ

来
年
度
（
6
期
生
）
の
入
試
始
ま
る

／
 ㈯
に「
中
小
企
業
技
術
経
営
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」開
催

1
23

理事長
大川　陽康

●年頭所感●

未来に貢献する
価値の創造に向けて

■ ISO-9年度 環境目標の達成状況／2008年10月～2009年9月 （評価）〇：達成、×：未達成、△：ほぼ達成
環境目的 環境目標 主要実績 評価

1
持続的発展が可能な社会の実現を担う
人材・高級科学技術者の育成に資する
環境教育プログラムの策定、構築

持続的発展が可能な社会の実現を担う
人材を育成するための環境教育プログ
ラムの策定

① 環境教育プログラムをテーマとしたシンポ
ジウムの開催
②大学案内“環境が学べる”ページの作成

〇

2 持続的発展が可能な社会の実現に資す
る人材・高級科学技術者の育成

環境学修プログラムの実践による持続的発展
が可能な社会の実現を担いうる人材の育成

環境関連科目41科目を通じ、延べ7840名に実
施 〇

3 体験的環境教育の推進
① エコ・ミュージアムの整備及びQR
コード（環境情報発信）による体験的
環境教育の普及・推進
②学外における体験的環境教育の実施

①エコ・ミュージアムの整備
②環境情報（QRコード）の拡大、発信
③エコ・ツアーの実施

〇

4 環境に関する研究の推進 ① 教職員、学生の協働による研究の推進
②環境に関する研究の推進

① 「環境分野研究奨励助成金」制度による研究
推進
②研究論文、共同研究等の刊行物での公表
③卒業研究等における環境関連テーマの推進

〇

5
環境コミュニケーションの推進（環境
関連情報の発信拠点としての役割と環
境マインドの醸成）

環境関連情報の発信とコミュニケー
ションを通じた環境共生意識の啓発・
普及を図る

①環境特別講演会の開催（学生・市民へ公開）
②ホームページ等による環境情報発信
③「2009NEW環境展」への出展
④本学環境関連施設見学会の実施

〇

6 持続的発展が可能な社会の構築に向け
た社会・地域との連携、協働の推進

自治体、諸機関との連携・協働、他大学
との交流を図る

①宮代町との連携、協働
②スターリングテクノラリーの開催
③他大学との交流
④私立大学環境保全協議会との連携

〇

7 環境教育（学生環境推進委員会への支
援とコミュニケーション）

学生環境推進委員会への支援及び学生
とのコミュニケーションを図り連携を
深め、準構成員である本学学生の環境
意識を向上させ、環境教育の充実を目
指す

学園祭への参加、講演会、彩の国資源循環工場
の見学、学内のぼり設置 〇

8 電力使用量の削減 前年実績の1％削減 前年実績の3.2％削減 〇
9 ガス使用量の削減 前年実績の1％削減 前年実績の9.6％削減 〇
10 上水使用量の削減 前年実績の1％削減 前年実績の15.6％削減 〇
11 紙使用量の削減 予想使用量の1％削減 目標値の1.9％増加 ×

12 廃棄物の削減・適正管理 予想排出量の1％減量化、一般廃棄物の
資源化率60％以上 予想排出量の8.4％減量化、資源化率91.1％ 〇

13 緑地整備・保全 長期計画に基く整備・保全 緑地の維持管理、植栽等 〇

14 グリーン調達の積極的な推進 グリーン調達率の向上（事務用品のグ
リーン調達率65％以上）

グリーン調達率63.6％（金額ベース）
※ なお、プリンター、複写機等については100％エコ
商品を購入

×

15
安全・環境安全な化学物質の使用・保
有管理および化学廃棄物の保有・排出
管理へ向けての改良

安全性向上にむけた施策の策定、実施 化学物質の保管状況の調査を3月末、9月末の2
回実施 〇

16 教育・研究施設等の効率的・効果的活用及び管理・運営 施設マネジメント体制の構築と実施 教育系部門等の実地調査・改善推進 〇

17 労働安全衛生法に基づく安全衛生の向上
労働安全衛生マネジメントシステムの
構築

①労働安全衛生マネジメントシステムの構築
②行動計画の作成、実践 △
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谷
本
・
吉
田
研
究
室
が

「
次
世
代
電
池
が
拓
く
未
来
展
」に

電
気
自
動
車
を
出
展

上段左：野外ステージでのイベント　上段中：模擬店　上段右：建築コンペ表彰式　下段：ホームカミングデー記念撮影

　

こ
の
度
11
月
26
日
を
も
ち
ま

し
て
第
42
期
中
央
執
行
委
員
会

委
員
長
と
い
う
大
役
に
就
か
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

時
が
経
つ
の
は
早
い
も
の

で
、私
が
大
学
に
入
学
し
て
3

年
が
経
ち
ま
す
。思
え
ば
、大
学

入
学
当
時
か
ら
様
々
な
人
と
の

交
流
を
目
指
し
て
こ
の
中
央
執

行
委
員
会
に
入
り
、新
し
い
発

見
や
体
験
を
す
る
た
め
に
積
極

的
に
行
動
し
て
き
た
つ
も
り

で
す
。そ
の
中
で
確
か
に「
つ
ら

い
」「
や
め
た
い
」と
感
じ
る
こ

と
も
あ
り
ま
し
た
が
、歴
代
の

委
員
長
の
下
、沢
山
の
経
験
と

何
よ
り
も
か
け
が
え
の
な
い
仲

間
が
幾
度
と
な
く
助
け
て
く
れ

ま
し
た
。そ
の
よ
う
な
応
援
も

あ
り
私
は
こ
こ
ま
で
来
る
こ
と

が
で
き
た
の
だ
と
感
じ
ま
す
。

　

さ
て
、私
は
中
央
執
行
委
員

会
委
員
長
と
し
て
、全
て
の
学

生
の
皆
様
が
よ
り
よ
い
大
学
生

活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
尽
力
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

こ
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
は
歴
代

の
委
員
長
が
挙
げ
て
き
た
こ
と

で
も
あ
り
ま
す
が
、そ
れ
だ
け

に
重
要
で
、ま
だ
ま
だ
進
歩
を

続
け
る
こ
の
日
本
工
業
大
学
の

中
で
は
、次
々
に
新
し
い
疑
問
、

問
題
が
出
て
く
る
こ
と
と
思
い

ま
す
。そ
の
疑
問
や
問
題
を
一

つ
で
も
多
く
解
決
す
る
た
め
に

も
、一
人
だ
け
の
考
え
で
は
、と

て
も
大
学
を
よ
く
す
る
こ
と
は

出
来
ま
せ
ん
。で
す
が
、学
生
の

皆
様
の
協
力
が
得
ら
れ
れ
ば

我
々
で
は
考
え
つ
か
な
い
よ
う

な
意
見
や
ア
イ
デ
ィ
ア
が
お
聞

き
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
す
。そ
の
意
見
を
基
に
皆

様
と
よ
り
良
い
大
学
を
目
指
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

こ
の
一
年
は
私
に
と
っ
て
非

常
に
大
切
な
年
に
な
る
は
ず
で

す
。こ
れ
か
ら
体
験
し
て
い
く

こ
と
を
チ
ャ
ン
ス
だ
と
思
い
自

分
の
糧
に
し
て
い
き
、早
く
こ

れ
か
ら
の
自
治
会
を
引
っ
張
っ

て
い
く
存
在
に
な
り
た
い
と
思

っ
て
お
り
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、よ

り
良
い
大
学
を
目
指
す
た
め

に
は
学
生
の
皆
様
と
大
学
教
員
、

職
員
の
方
々
の
理
解
と
協
力
が

不
可
欠
で
す
。繰
り
返
し
に
な

り
ま
す
が
、我
々
、学
生
自
治
会

は
、日
本
工
業
大
学
に
集
う
す

べ
て
の
学
生
の
皆
様
が
、よ
り

良
い
学
生
生
活
を
送
れ
る
よ
う

に
努
力
を
し
、積
極
的
に
活
動

し
て
い
き
ま
す
。ど
う
ぞ
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

10
月
29
日
か
ら
3
日
間
、お

台
場
ビ
ッ
ク
サ
イ
ト
で「
次
世

代
電
池
が
拓
く
未
来
展
」が
開

催
さ
れ
、本
学
か
ら
は
電
気
電

子
工
学
科　

谷
本
・
吉
田
研
究

室
の
Ｅ
Ｖ（
電
気
自
動
車
）「
Ｃ
‐

Ｃ
Ｏ
Ｍ
Ｓ
日
工
大
号
」を
展
示

し
た
。

　

こ
の
Ｅ
Ｖ
は
キ
ャ
パ
シ
タ

（
エ
ネ
ル
ギ
用
に
大
容
量

化
し
た
コ
ン
デ
ン
サ
）を

蓄
電
に
装
着
し
て
お
り
、

市
販
Ｅ
Ｖ
で
用
い
ら
れ
る

リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
な
ど
の

化
学
反
応
型
2
次
電
池
が

充
電
に
数
十
分
か
ら
数
時

間
を
要
す
る
の
に
対
し
て
、

瞬
時
充
放
電
を
可
能
と
す

る
。

会
場
で
は
モ
ー
タ
一
体
型

の
車
輪
を
終
日
回
転
さ
せ
て
、

数
分
間
で
の
充
電
も
実
演
し
、

多
く
の
来
場
者
か
ら〝
単
な
る

Ｅ
Ｖ
で
な
く
面
白
い
〞と
評
価

を
受
け
た
。

　

電
池
と
Ｅ
Ｖ
関
連
で
47
社
・

5
大
学
が
出
展
し
、3
日
間
で

9
万
7
0
0
0
人
の
来
場
を

得
て
盛
況
で
あ
っ
た
。

当日の会場の様子

第41回若杉祭開催される。
11／1にホームカミングデー、建築コンペ表彰式

　第41回若杉祭が11月1日（日）から3
日（火）まで開催された。
　今年のテーマは、「ＧＡＴＥＡＵ」。
これは、「ガトー」と読む。ガトーは、
フランス語でお菓子、ケーキのこと。
ケーキを彩るように若杉祭を飾ると
いう意味が込められている。
　今年の目玉企画は、3日間連続ライ
ブだった。初日の“Ｍａｙ’ｎ”のライ
ブを皮切りに、2日目は井上喜久子、
置鮎龍太郎、インパルス、オオカミ

少年のトーク＆ライブ、3日目は恒
例となった「秋のからっ風こんさぁ
と」で相川七瀬がライブを行った。
会場となった体育館には、連日1000
人を超す観客が訪れ熱気と興奮で
溢れた。
　会期中は、1日に第10回ホームカミ
ングデー、建築設計コンペ表彰式が
行われた。
　今年も第41回若杉祭は大盛況のう
ちに幕を閉じた。

学
生
自
治
会
中
央
執
行
委
員
会　

委
員
長
就
任
挨
拶

皆
様
と
共
に

　
　

新
し
い
大
学
創
り
を
目
指
し
て

機
械
工
学
科
3
年　

神
田　

大
輔

（
新
潟
県
立
新
潟
工
業
高
校
出
身
） 　

本
学
創
造
シ
ス
テ
ム
工
学
科

は
、中
里
研
究
室
と
Ｚ
Ｍ
Ｐ
で

共
同
開
発
し
た
教
育
用
人
間

型
ロ
ボ
ッ
ト
を
導
入
、12
月
19

日
に
記
者
発
表
を
行
っ
た
。Ｚ

Ｍ
Ｐ
は
世
界
で
最
初
に
二
足
歩

行
ロ
ボ
ッ
ト
の
商
品
化
に
成

功
し
、〞Ｐ
Ｉ
Ｎ
Ｏ
〞、〞ｎ
ｕ
ｖ

ｏ
〞な
ど
本
格
的
な
二
足
歩
行

ロ
ボ
ッ
ト
を
全
世
界
に
販
売
し

て
い
る
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
。〞ｎ

ｕ
ｖ
ｏ
〞か
ら
派
生
し
た
同
社

の
〞ｅ
‐
ｎ
ｕ
ｖ
ｏ
〞は
経
済
産

業
省
の「
今
年
の
ロ
ボ
ッ
ト
」大

賞
2
0
0
8
を
受
賞
し
て
い

る
。中
里
研
究
室
は
〞ｅ
‐
ｎ
ｕ

ｖ
ｏ
〞の
開
発
に
協
力
し
た
経

緯
が
あ
り
、同
社
と
と
も
に
本

格
的
な
教
育
用
の
人
間
型
ロ
ボ

ッ
ト
の
開
発
に
着
手
し
て
い
た
。

開
発
の
コ
ン
セ
プ
ト
は『
実
社

会
で
役
立
つ
』こ
と
。中
里
准
教

授
に
よ
れ
ば
、従
来
の
教
育
用

ロ
ボ
ッ
ト
教
材
も
小
型
な
が
ら

十
分
な
機
能
を
有
し
、教
育
用

の
ロ
ボ
ッ
ト
シ
ス
テ
ム
と
し
て

は
他
大
学
に
な
い
斬
新

な
も
の
で
あ
っ
た
。今

回
は
そ
の
実
績
を
踏
ま

え
、次
の
ス
テ
ッ
プ
に

進
む
。実
社
会
に
働
き

か
け
、何
ら
か
の
作
業

を
さ
せ
る
た
め
に
、ヒ

ト
と
同
程
度
の
大
き
さ

の
ロ
ボ
ッ
ト
を
用
意
す

る
。今
回
発
表
し
た
ロ

ボ
ッ
ト
は
身
長
1
2
6

記者発表後、ロボットを使った模擬授業が行われた

㎝
、体
重
15
㎏
、本
田
技
研
工
業

が
開
発
し
た
Ａ
Ｓ
Ｉ
Ｍ
Ｏ
と
ほ

ぼ
同
じ
大
き
さ
。本
学
学
生
に

デ
ザ
イ
ン
案
を
公
募
し
、愛
知

万
博
で「
ｉ
‐
ｕ
ｎ
ｉ
ｔ
」を
手

掛
け
た
プ
ロ
ダ
ク
ト
デ
ザ
イ
ナ

ー
の
根
津
孝
太
氏
が
、学
生
の

ア
イ
デ
ア
を
基
に
外
装
を
デ
ザ

イ
ン
し
た
。

　

ロ
ボ
ッ
ト
は
今
後
、創
造
シ

ス
テ
ム
工
学
科
の
ロ
ボ
ッ
ト
関

連
授
業
を
通
し
て
実
際
に
活
用

さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

　

な
お
、こ
の
ロ
ボ
ッ
ト
の
名

称
を
一
般
公
募
す
る
。

【
詳
細
】http://ise.nit.ac.jp 

創
造
シ
ス
テ
ム
工
学
科
が

授
業
用
に
大
型
ヒ
ュ
ー
マ
ノ
イ
ド
を
導
入

第4回ビジネスプランコンテスト
11／4（水）　表彰式・特別講演

　11月4日（水）13:00から学友会館で、奨励賞10組、優秀
賞10組の表彰が行われ、栄えある学長賞は、「デリバリ
ーイラストステッカー」プランの江連勇輝君（システ
ム工学科4年）に輝いた。表彰式の後、各優秀賞受章者
のプレゼンテーションを行い、富士重工業の青山部長
より特別講演をいただいた。学生、企業の方で100名以
上の参加者があり盛況であった。

■第4回ビジネスプランコンテスト優秀賞受賞者
審査結果 氏名 プラン名

優秀賞（学長賞） 　江連　勇輝 デリバリーイラストステッカー
優秀賞（センター長賞）　西山　詔太 WEBカメラを用いた映像の保存＆提供サービス

優秀賞（特別賞）
○大関　計貴
　鈴木　隆浩
　古谷野　達也

農業体験in流山～有機野菜のすべて～

優秀賞 　古山　隆浩 紅茶コーディネータによる紅茶専門喫茶店
優秀賞 　渡邉　翔太 教科書の古本屋さん
優秀賞 　芳賀　信幸 夏冬これでバイクに乗るのも快適グッズ
優秀賞 　中村　翼 被服学校の生徒が考えた洋服のデザインを使ったビジネス

優秀賞 ○小西　健吾
　高橋　謙 著名人や声優が読んでくれるメール

優秀賞 　日下田　涼 Webカメラ内蔵冷蔵庫

優秀賞 ○磯井　慎吾
　荒井　大亮 片手読書を支えます

○印は共同応募の代表者です。
奨励賞受賞者につきましては下記URLをご覧ください。
http://www.nit.ac.jp/center/pdf/bpc_4th_result.pdf

今年も11月13日（土）に本学で開催予定
1313

　第13回スターリングテクノラリー
が昨年11月14日（土）、本学で開催され
た。当日はあいにくの雨模様で出場を
見合わせたチームもあったものの、計
117台が参加した。多くの競技はアー
ケードの下で行われた。人間乗車クラ
スのように、例年の周回コースで走行
距離を競うのではなく、直線コースで
タイムを競うなど、様々な面でルール
の変更があったが、競技自体は例年通
り白熱。本館廊下では多くの参加者が
陣取り、競技の合間にマシン調整を熱
心に行っていた。

雨の影響で、タイムによる争いとなった人間乗車クラス

小島　直之君
大学院　機械工学専攻　2年
（立志舎高等学校出身）

■「みやしろイルミネーション」
実行委員長

2
年
の
小
島
直
之
君
。今
回

か
ら
独
立
し
た
委
員
会
と
し

て
宮
代
型
協
働
ス
タ
イ
ル
の

モ
デ
ル
事
業
と
位
置
づ
け
ら

れ
た
の
で
、予
算
な
ど
プ
レ

ッ
シ
ャ
ー
も
大
き
い
と
言
う
。

　

実
行
委
員
会
に
は
、20
名

を
超
え
る
20
代
の
若
者
が
参

加
し
、広
報
、営
業
、企
画
、制

作
、会
計
な
ど
の
班
に
分
か

れ
、10
月
の
参
加
者
顔
合
わ

せ
会
、11
月
の
制
作
講
座
、12

月
の
点
灯
式
な
ど
積
極
的
に

運
営
し
て
い
る
。

　

彼
は
、学
部
の
3
年
生
の

時
に
、こ
の
イ
ベ
ン
ト
に
参

加
し
て
い
た
本
学
の
教
員
に

「
作
り
手
」と
し
て
担
ぎ
出

さ
れ
、最
初
は
内
容
も
よ
く

分
か
ら
な
い
ま
ま
作
業
を
し

て
い
た
と
い
う
。実
行
委
員

と
し
て
活
動
す
る
よ
う
に
な

っ
た
の
も
、大
学
の
帰
り
に

た
ま
た
ま
会
っ
た
イ
ル
ミ
ネ

ー
シ
ョ
ン
の
製
作
仲
間
か
ら

実
行
委
員
の
募
集
が
あ
る
と

聞
い
て
参
加
し
た
も
の
。

　

そ
ん
な
偶
然
か
ら
、こ
の

イ
ベ
ン
ト
に
深
く
関
わ
る
よ

う
に
な
っ
た
小
島
君
で
あ
る

が
、継
続
し
て
活
動
し
て
き

た
の
は
、た
だ
単
に
楽
し
さ

だ
け
で
は
な
い
。「
確
か
に
イ

ベ
ン
ト
と
し
て
の
面
白
さ
は

あ
り
ま
す
が
、そ
れ
よ
り
も

こ
の
イ
ベ
ン
ト
を
行
う
に
当

た
っ
て
の『
プ
ロ
セ
ス
』に
魅

力
を
感
じ
て
い
ま
す
。イ
ベ

ン
ト
の
告
知
や
参
加
す
る
人

た
ち
に
楽
し
ん
で
も
ら
う
た

め
に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
か

と
い
ろ
い
ろ
試
行
錯
誤
し
た

り
な
ど
、大
学
で
学
ぶ
こ
と

と
は
ま
た
別
の
貴
重
な
経
験

で
す
」と
語
る
。

　

今
ま
で
こ
の
活
動
を
続
け

て
き
た
感
想
と
今
後
の
抱
負

を
聞
い
て
み
る
と「
自
分
た

ち
な
り
に
努
力
を
し
て
、そ

の
結
果
、前
回
は
1
8
0
名

と
い
う
参
加
者
に
集
ま
っ
て

い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。本
当
に
嬉
し
か
っ
た
し
、

達
成
感
も
ひ
と
し
お
で
し
た
。

私
は
こ
の
イ
ベ
ン
ト
を
通
じ

て
様
々
な
世
代
の
方
と
出
会

い
多
く
の
事
を
学
び
ま
し
た
。

一
人
で
も
多
く
の
人
が
私
と

同
じ
喜
び
を
感
じ
て
も
ら
え

る
よ
う
、こ
れ
か
ら
も
が
ん

ば
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
」。

　

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
間
も
彼

の
前
向
き
な
姿
勢
が
よ
く
伝

わ
っ
て
き
た
。今
回
の「
み
や

し
ろ
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
」

は
前
回
以
上
の
盛
り
上
が
り

を
見
せ
て
い
る
。

　

本
学
の
最
寄
り
駅
で
あ
る

東
武
動
物
公
園
駅
の
西
口
駅

前
通
り
に「
冬
の
風
物
詩
」と

し
て
点
灯
さ
れ
る「
み
や
し

ろ
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
」。市

民
参
加
に
よ
る「
み
や
し
ろ

の
顔
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」の
一
環
と
し
て
、宮
代
町

が
平
成
18
年
度
か
ら
取
り
組

ん
で
お
り
、今
回
で
4
回
目
。

12
月
12
日
か
ら
1
月
15
日

ま
で
、多
く
の
手
作
り
イ
ル

ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
が
光
を
燈
す
。

　

こ
の
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ

ン
を
手
が
け
た
の
は「
み
や

し
ろ
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

2
0
0
9
実
行
委
員
会
」だ

が
、実
行
委
員
長
と
し
て
陣

頭
指
揮
に
た
っ
た
の
が
、本

学
大
学
院
機
械
工
学
専
攻
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◆
環
境
配
慮
の
観
点
か
ら
再
生
紙
を
使
用
し
て
お
り
ま
す
。

◆
八
木
田
浩
史
准
教
授（
も
の
づ

く
り
環
境
学
科
）／
出
張
先
＝
中

国（
10
／
24
〜
27
）／
目
的
＝
科
学

技
術
振
興
機
構
－
科
学
技
術
部
国

際
協
力
局
戦
略
的
国
際
科
学
技
術

協
力
推
進
事
業
に
お
け
る
日
中
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
出
席

お
よ
び
エ
ネ
ル
ギ
ー
関
連
設
備
の

建
学

◆
成
田
剛
准
教
授（
建
築
学
科
）／

出
張
先
＝
イ
ン
ド（
10
／
29
〜
11

／
7
）／
目
的
＝
日
本
国
政
府
Ｏ

Ｄ
Ａ
有
償
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
お
け

る
ア
ジ
ャ
ン
タ
ー
・
エ
ロ
ー
ラ
ー

石
窟
寺
院
の
保
存
修
復

◆
高
瀬
浩
史
講
師（
情
報
工
学
科
）

／
出
張
先
＝
中
国（
10
／
31
〜
11

／
6
）／
目
的
＝
宇
宙
・
航
行
エ

レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
に
関
す
る
国
際

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
2
0
0
9
の

運
営

◆
波
多
野
純
教
授（
生
活
環
境
デ

ザ
イ
ン
学
科
）／
出
張
先
＝
台
湾

（
11
／
4
〜
8
）／
目
的
＝「
文
化

資
産
と
災
害
研
討
会
」お
よ
び「
第

12
回
文
化
資
産
保
存
再
利
用
と
保

存
科
学
国
際
研
討
会
」に
て
学
術

発
表
、金
瓜
石
に
お
け
る
文
化
的

景
観
保
存
の
指
導

◆
渡
部
修
一
教
授（
創
造
シ
ス
テ

ム
工
学
科
）／
出
張
先
＝
中
国（
11

／
4
〜
7
）／
目
的
＝
中
国
浙
江

　

昨
年
10
月
10
日（
土
）、学
生

環
境
推
進
委
員
会
が
主
催
す
る

通
学
路
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
清
掃
が

実
施
さ
れ
た
。宮
代
町
内
の
美

化
と
地
域
の
活
性
化
を
目
的
と

し
て
お
り
、こ
れ
で
2
回
目
に

な
る
。

　

今
回
は
、宮
代
町
広
報
で
も

告
知
し
て
、一
般
の
宮
代
町
民

か
ら
も
参
加
を
募
っ
た
。当
日

は
、学
生
33
名
、教
職
員
5
名
、

宮
代
町
民
3
名
、社
会
福
祉
法

人
小
百
合
会
ふ
れ
ん
だ
む
か
ら

10
名
の
計
51
名
が
参
加
し
た
。

　

参
加
者
は
3
班
に
分
か
れ

て
、西
口
か
ら
大
学
正
門
ま
で

の
2
コ
ー
ス
、西
口
か
ら
東
武

動
物
公
園
ま
で
の
1
コ
ー
ス

の
清
掃
を
行
っ
た
。主
に
タ
バ

コ
の
吸
殻
・
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
・

空
き
缶
を
中
心
に
拾
っ
て
も
ら

っ
た
。

　

主
催
し
た
学
生
環
境
推
進
委

員
会
は
、2
回
目
と
い
う
こ
と

も
あ
り
清
掃
も
ス
ム
ー
ズ
に
進

め
る
こ
と
が
で
き
た
。ま
た
、町

民
の
方
と
も
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
が
と
れ
、と
て
も
有
意
義

な
時
間
と
な
っ
た
。

　

本
学
と
栃
木
市
が
連
携
し
、

次
の
2
つ
の
事
業
を
開
催
し
た
。

■
と
ち
ぎ
市
民
学
舎
「
発
見
の

森
セ
ミ
ナ
ー
」

　

栃
木
市
が
大
学
や
企
業
と
連

携
し
て
開
催
し
て
い
る
一
般
向

け
の
セ
ミ
ナ
ー
。
も
の
づ
く
り

環
境
学
科
の
教
員
が
11
月
21
日

か
ら
の
毎
週
土
曜
日
（
計
4

回
）、
と
ち
ぎ
市
民
会
館
内
に

お
い
て
「
も
の
づ
く
り
環
境
の

潮
流
」
と
題
し
て
講
義
を
行
っ

た
。
講
義
内
容
は
下
表
を
参
照
。

　

第
1
回
担
当
の
佐
藤
茂
夫
教

授
は
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
ベ
ン

チ
ャ
ー
企
業
を
取
り
上
げ
、
若

者
達
が
廃
棄
物
の
部
品
を
加
工

し
て
ア
ク
セ
サ
リ
ー
等
と
し
て

商
品
化
し
、
世
界
的
に
ヒ
ッ
ト

さ
せ
た
事
例
な
ど
を
紹
介
。
参

加
し
た
14
名
の
聴
講
生
は
、
皆

熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い
た
。

■
サ
イ
エ
ン
ス
ス
ク
ー
ル
in
日

本
工
業
大
学

　

11
月
21
日（
土
）、栃
木
市
の

小
学
校
4
年
生
か
ら
6
年
生

普段通っている通学路のゴミを拾う学生たち

▼
あ
け
ま
し
て
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

2
0
1
0
年（
平

成
22
年
）は
ど
の
よ

う
な
年
に
な
る
で

し
ょ
う
か
。年
初
と

し
て
は
、主
体
的
に

ど
の
よ
う
な
年
に

し
た
い
か
と
い
う
こ
と
が
大
切

で
、世
の
中
は
ど
う
変
わ
っ
て

も
自
己
の
目
標
を
達
成
す
る
と

い
う
強
い
気
持
ち
が
必
要
で

す
。と
は
言
う
も
の
の
、景
気
の

動
向
一
つ
み
て
も
国
内
に
と
ど

ま
ら
ず
、世
界
全
体
の
相
互
影

響
の
中
で
世
の
中
は
勝
手
に
変

わ
る
の
も
確
か
で
あ
り
、雇
用

情
勢
の
悪
化
等
は
そ
の
最
た
る

も
の
の
一
つ
で
、個
人
の
力
で

は
ど
う
し
様
も
で
き
な
い
悩
ま

し
い
問
題
で
す
。と
に
か
く
学

生
諸
君
は
、「
勉
強
す
る
こ
と
」

が
本
分
で
す
の
で
、本
年
も
そ

の
こ
と
に
邁
進
し
、頑
張
っ
て

も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

▼
本
年
の
干
支
は「
寅
」で
す
。

勇
ま
し
い
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
ま

す
が
、「
決
断
力
と
才
知
の
性
格

で
、強
い
意
思
と
実
行
力
が
あ

り
、最
後
ま
で
や
り
抜
く
力
が

あ
る
」と
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の

検
索
に
は
あ
り
ま
し
た
。寅
年

の
人
は
当
た
っ
て
い
ま
す
か
？

本
年
一
年
ま
た
本
紙
を
ご
受
読

下
さ
い
。（
Ｆ
）

編 集 後 記
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学
生
環
境
推
進
委
員
会
主
催

　
　
　

通
学
路
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
清
掃

10

18
名
を
本
学
に
招
い
て
開
催

し
た
。開
会
式
に
続
い
て
ス
チ

ュ
ー
デ
ン
ト
ラ
ボ
で
行
わ
れ
た

「
も
の
づ
く
り
体
験
」で
は
、も

の
づ
く
り
環
境
学
科
の
丹
澤
祥

晃
准
教
授
の
指
導
に
よ
り「
紙

コ
ッ
プ
を
利
用
し
た
Ｌ
Ｅ
Ｄ
発

光
ミ
ニ
風
力
発
電
機
」、機
械
工

学
科
の
増
本
憲
泰
講
師
の
指
導

に
よ
り「
洗
濯
バ
サ
ミ
を
利
用

し
た
受
動
歩
行
ロ
ボ
ッ
ト
」を

制
作
。当
初
、小
学
生
た
ち
は
緊

張
ぎ
み
で
あ
っ
た
が
、教
員
や

学
生
の
丁
寧
な
指
導
を
受
け
な

が
ら
、思
い
通
り
に
動
く
よ
う

に
試
行
錯
誤
を
繰
り
返
し
て
完

成
さ
せ
、そ
の
動
作
を
楽
し
そ

う
に
試
し
て
い
た
。

　

午
後
に
は
工
業
技
術
博
物
館

な
ど
の
施
設
を
見
学
。特
に
蒸

気
機
関
車
は
大
人
気
で
、ほ
ぼ

全
員
が
体
験
乗
車
し
た
。

　

大
学
祭
の
初
日
11
月
1
日

に
後
援
会
福
島
県
・
秋
田
県
・

青
森
県
の
支
部
よ
り
合
計
24
名

の
会
員
が
視
察
研
修
の
た
め
来

学
し
た
。学
内
施
設
を
見
学
し

た
後
、Ｌ
Ｃ
セ
ン
タ
ー
に
て
柳

澤
学
長
が
大
学
の
歴
史
と
魅
力

に
つ
い
て
講
演
し
た
。

　

ま
た
3
日
に
は
蔵
王
支
部

が「
芋
煮
」を
出
店
し
た
。「
山
形

の
芋
煮
を
学
生
に
味
わ
っ
て
も

ら
い
た
い
」と
い
う
思
い
を
胸

に
早
朝
山
形
を
出
発
し
た
会
員

有
志
。新
撰
組
の
ハ
ッ
ピ
を
着

て
気
合
十
分
の
山
澤
支
部
長
ら

が
、こ
だ
わ
り
の
地
元
食
材
で

作
っ
た
芋
煮
は「
美
味
し
い
」と

大
好
評
。一
杯
2
0
0
円
で
販

売
さ
れ
、1
時
間
半
で
1
1
0

食
が
完
売
と
な
っ
た
。

国
外
出
張（
10
月
〜
12
月
）

省
科
学
技
術
協
会
主
催
加
工
技
術

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
て
招
待
講
演
◆

二
ノ
宮
進
一
准
教
授（
機
械
工
学

科
）／
同
前
◆
神
雅
彦
准
教
授（
機

械
工
学
科
）／
同
前

◆
古
閑
伸
裕
教
授（
機
械
工
学
科
）

／
出
張
先
＝
中
国（
11
／
4
〜

13
）／
目
的
＝
中
国
浙
江
省
科
学

技
術
協
会
主
催
加
工
技
術
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
に
て
招
待
講
演
お
よ
び
中

国
に
お
け
る
学
生
募
集
活
動

◆
劉

講
師（
留
学
生
別
科
）／
出

張
先
＝
中
国（
11
／
4
〜
13
）／

中
国
に
お
け
る
学
生
募
集
活
動
◆

岡
野
和
馬（
留
学
生
別
科
）／
同
前

◆
渡
辺
勝
彦
教
授（
生
活
環
境
デ

ザ
イ
ン
学
科
）／
出
張
先
＝
台
湾

（
11
／
5
〜
8
）／
目
的
＝「
文
化

資
産
と
災
害
研
討
会
」お
よ
び「
第

12
回
文
化
資
産
保
存
再
利
用
と
保

存
科
学
国
際
研
討
会
」に
て
学
術

発
表

◆
平
岡
麻
里
講
師（
共
通
教
育
系
）

／
出
張
先
＝
イ
ギ
リ
ス（
12
／
3

〜
8
）／
目
的
＝
2
0
0
9
年
英

国
教
育
史
学
会
で
の〝
英
国
に
お

け
る
日
本
技
術
教
育
観
〞に
関
す

る
研
究
発
表

和やかな雰囲気で進む佐藤教授の講義

　

依
然
と
し
て
新
型
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
が
猛
威
を
振
る
っ
て
い

る
。こ
れ
か
ら
、寒
く
な
る
と
流

行
る
季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

に
も
注
意
が
必
要
。

　

新
型
も
季
節
性
の
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
も
予
防
法
は
同
じ
だ
が
、

1
つ
違
う
の
は
、新
型
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
は
、こ
れ
ま
で
人
間

に
感
染
し
た
こ
と
の
な
い
ウ
イ

ル
ス
な
の
で
多
く
の
人
に
感
染

し
や
す
い
と
い
う
こ
と
。新
型

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
発
生
し
た

頃
は
、「
だ
れ
か
ら
」「
ど
こ
で
」

感
染
し
た
の
か
注
目
さ
れ
て
い

た
が
、今
は「
だ
れ
で
も
」「
ど
こ

で
も
」感
染
す
る
可
能
性
が
あ

る
。普
段
か
ら
以
下
の
項
目
の

励
行
を
お
勧
め
す
る
。

・
手
洗
い
、う
が
い
を
す
る

・ 

体
力
を
落
と
さ
な
い
よ
う
に

気
を
つ
け
る

・ 

発
熱
や
咳
な
ど
の
症
状
が
あ

る
と
き
は
マ
ス
ク
を
着
け
る

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス

の
感
染
経
路
は
、感
染
し
て
い

る
人
の
咳
や
く
し
ゃ
み
の
し
ぶ

き（
飛
沫
）で
広
が
っ
て
い
く
飛

沫
感
染
が
中
心
。症
状
の
あ
る

人
に
近
づ
く（
1
、2
ｍ
）時
や

電
車
の
中
や
人
ご
み
な
ど
で
は
、

マ
ス
ク
を
着
け
る
こ
と
が
感
染

予
防
に
な
る
。

　

ま
だ
ま
だ
油
断
は
で
き
な
い
。

一
人
一
人
が
気
を
つ
け
る
よ
う

心
が
け
よ
う
。

注
意
し
よ
う
！
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

スチューデントラボで、ものづくり体験

日
本
工
業
大
学
と
栃
木
市
の
連
携
事
業

と
ち
ぎ
市
民
学
舎
発
見
の
森
セ
ミ
ナ
ー

サ
イ
エ
ン
ス
ス
ク
ー
ル
in
日
本
工
業
大
学

第1回

第2回

第3回

第4回

「ごみから世界ブランド商品を作ったフィンランドの若者
たちに学ぶ」　佐藤茂夫 教授
「ごみのゆくえ（ごみは、どこへ消えてしまうのか）」
小野雄策 教授
「身近な地球温暖化対策は、どのくらい効果があるか
考えてみよう」　八木田浩史 准教授
「文明の跡地は砂漠になる（森を創る文明・森を壊す
文明）」　石田武志 講師

とちぎ市民学舎「発見の森セミナー」　テーマと担当教員

宮
代
特
別
支
援
学
校
か
ら

　

本
学
へ
体
験
実
習　

　

機
械
工
学
科
梅
崎
研
究
室
所

属
の
大
学
院
生
・
渡
邉
健
太
君

（
本
学
付
属
東
京
工
業
高
校
出

身
）が
、平
成
21
年
9
月
26
日

に
開
催
さ
れ
た
日
本
機
械
学
会

関
東
支
部
ブ
ロ
ッ
ク
合
同
講
演

会
―
2
0
0
9
前
橋
―
で
優

秀
学
生
講
演
発
表
賞
を
受
賞
し

た
。本
賞
は
新
規
性
、独
創
性
に

富
み
日
本
機
械
学
会
の
発
展
に

寄
与
す
る
処
が
大
き
い
と
認
め

ら
れ
る
優
秀
な
講
演
を
し
た
学

生
に
与
え
ら
れ
る
も
の
で
、講

演
論
文
題
目
は「
落
下
衝
撃
を

受
け
る
液
体
包
装
袋
内
の
圧
力

解
析
」。液
体
内
包
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
フ
ィ
ル
ム
製
袋
が
落
下
衝
撃

を
受
け
る
と
き
の
袋
形
状
と
袋

内
圧
力
を
解
析
し
た
こ
と
が
評

価
さ
れ
た
。

　

今
回
は
、修
士
論
文
の
成
果

の
一
部
を
学
会
講
演
会
で
発
表

し
て
の
受
賞
で
あ
る
。

　

こ
の
研
究
結
果
は
、梅
崎
研

究
室
が
企
業
と
共
同
で
開
発
中

の
、環
境
負
荷
を
低
減
す
る
と

共
に
内
容
物
変
質
遅
延
機
能
を

有
す
る
液
体
製
品
用
新
容
器
の

最
適
設
計
に
利
用
で
き
る
。

渡
邉
君
が
学
会
講
演
会
で

　

  

優
秀
学
生
講
演
発
表
賞
受
賞

後
援
会
だ
よ
り

　
／ 

㈰  

福
島
・
秋
田
・
青
森
県
支
部
が
大
学
施
設
研
修

　
／ 

㈫  

蔵
王
支
部
が「
芋
煮
」を
大
学
祭
に
出
店

柳澤学長が学園の歴史などを説明

若杉祭で出店した芋煮は学生にも好評

11
1
11

3
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　ＬＣセン
ターでは、
10月の特
集展示から
ブクログを
開始。ブク
ログとは
ＷＥＢ上に

本棚を作成して、書評、おすすめ度などを共
有できるブックレビューコミュニティサイ
トである。特集展示で取り上げている本を、
ＬＣセンターに来館することなくチェック
が可能。是非、ご利用いただきたい。

ＬＣセンターがブクログ開設

国
際
交
流

　サウジアラビア王国
大使館のイサム・ブカ
ーリ文化アタッシェが
10月15日に来学した。柳
澤章学長との会議は、
アタッシェが同国の大
学が8校から25校に増え
たため教員の育成が重

要になっている近年の高等教育事情を紹介したことを受
け、修士、博士課程教育への協力が中心に話し合われた。
アタッシェは工学部及び留学生別科の同国留学生とも懇
談し、終りに留学生への本学の対応に謝意を表した。

学長室での記念写真

サウジアラビア王国大使館から
文化アタッシェが来学

　

埼
玉
県
立
宮
代
特
別
支
援

学
校
3
年
生
の
清
水
直
也
君

が
11
月
9
日（
月
）か
ら
13
日

（
金
）の
5
日
間
、財
務
部
経
理

課
で
体
験
実
習
を
行
っ
た
。本

学
と
し
て
は
平
成
18
年
に
受
け

入
れ
て
以
来
、2
回
目
の
受
け

入
れ
で
あ
る
。

　

今
回
の
実
習
で
は
財
務
シ
ス

テ
ム
へ
の
伝
票
入
力
作
業
、現

金
計
算
の
作
業
、エ
ク
セ
ル
の

指
導
を
行
い
、現
金
残
高
表
を

作
成
し
た
。初
日
は
緊
張
し
て

い
た
が
、2
日
目
か
ら
は
会
話

も
増
え
、作
業
に
も
大
変
熱
心

に
取
り
組
み
、日
々
そ
の
速
度

が
上
が
っ
て
い
っ
た
。学
内
見

学
で
は
、Ｕ
Ｈ
Ｖ
で
の
雷
の
実

験
に
驚
い
た
様
子
で
、先
生
の

説
明
に
熱
心
に
聞
き
入
っ
て
い

た
。最
終
日
に
は
清
水
君
、ご
両

親
、と
も
に
実
習
の
成
果
を
大

変
喜
ん
で
く
れ
た
。経
理
課
一

同
も
大
変
勉
強
に
な
っ
た
。

　

昨
年
11
月
28
日（
土
）、Ｎ
Ｐ

О
・
大
学
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
埼

玉
大
学
で
開
催
さ
れ
た
。本
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
埼
玉
県
Ｎ
Ｐ

Ｏ
活
動
推
進
課
が
窓
口
と
な
り
、

県
内
の
大
学
、Ｎ
Ｐ
О
を
組
織

し
て
開
催
さ
れ
た
も
の
で
、今

回
で
3
回
目
を
迎
え
る
。

　

本
学
か
ら
は
、情
報
工
学
科

大
木
幹
雄
教
授
と
山
地
秀
美
准

教
授
、及
び
研
究
室
の
学
生
が

参
加
し
て
、実
験
授
業
で
Ｎ
Ｐ

О
と
協
力
し
て
開
発
し
た「
助

け
合
い
活
動
管
理
シ
ス
テ
ム
」

や「
外
国
人
児
童
向
け
の
日
本

語
教
育
ソ
フ
ト
」な
ど
の
展
示

を
行
な
っ
た
。

　

参
加
大
学
は
文
系
が
多
く
、

本
学
の
よ
う
に
実
際
に
ソ
フ
ト

開
発
を
行
い「
も
の
」を
通
し
て

Ｎ
Ｐ
О
の
活
動
に
貢
献
し
た
事

例
は
少
な
い
こ
と
か
ら
来
場
者

の
注
目
度
も
高
く
、活
動
に
期

待
す
る
声
も
多
か
っ
た
。

大
木
研
究
室
と
山
地
研
究
室
が

Ｎ
Ｐ
О
・
大
学
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
参
加

11/28㈯

　

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。新
し
い
年
が

皆
さ
ん
に
と
っ
て
実
り
多
き

一
年
と
な
る
よ
う
、心
か
ら

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、皆
さ
ん
は「
メ
イ
ド

イ
ン
み
や
し
ろ
推
奨
品
」と

い
う
シ
ー
ル
が
貼
っ
て
あ
る

商
品
を
ご
覧
に
な
っ
た
こ
と

は
あ
り
ま
す
か
？
宮
代
町
で

は
、町
内
で
生
産
、製
造
、加

工
ま
た
は
研
究
さ
れ
た
商
品

の
中
か
ら
、そ
の
内
容
や
品

質
が
優
れ
て
い
る
も
の
を
メ

イ
ド
イ
ン
み
や
し
ろ
推
奨
品

と
し
て
自
信
を
持
っ
て
お
薦

め
し
て
い
ま
す
。

　

推
奨
品
は
、町
の
特
産
物

「
巨
峰
」か
ら
つ
く
っ
た
巨

峰
わ
い
ん
、地
元
産
の
農
産

物
を
使
っ
た
弁
当
・
餃
子
、

和
菓
子
屋
の
ま
ん
じ
ゅ
う
・

せ
ん
べ
い
、福
祉
作
業
所
の

織
物
な
ど
さ
ま
ざ
ま
。こ
れ

ら
商
品
の
共
通
の
良
さ
は
な

ん
と
い
っ
て
も
、生
産
者
の

顔
が
見
え
る
と
こ
ろ
。生
産

者
が
わ
か
る
か
ら
、そ
の
人

の
思
い
が
伝
わ
っ
て
く
る
。

生
産
ま
で
の
創
意
工
夫
も
伝

わ
っ
て
く
る
よ
う
で
す
。

　

大
量
生
産
品
で
は
感
じ
ら

れ
な
い
、生
産
者
の
思
い
が

一
つ
一
つ
に
込
め
ら
れ
た
推

奨
品
。現
在
33
品
目
が
認
定

さ
れ
、東
武
動
物
公
園
駅
の

改
札
内
で
も
展
示
・
紹
介
し

て
い
ま
す
。ま
ず
は
学
校
帰

り
に
コ
ン
ビ
ニ
に
よ
っ
て
巨

峰
わ
い
ん
や
宮
代
そ
だ
ち

（
日
本
酒
）な
ど
を
試
し
て

み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

新
年
会
に
も
ぜ
ひ
ど
う
ぞ
。

（
宮
代
町
広
報
Ｓ
）

メイドインみやしろ
推奨品
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